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Q  公共工事については、人手不足や資材不足が全国的に懸念されているが。
A  人手や資材の不足はないようだが、工事車両が不足している状況だ。
Q  路面の安全点検調査とは。
A  国の防災安全交付金により、平成25年3月から、一級町道53kmを調査中。点検内容はひび割

れやデコボコ、路肩の崩れなどである。

Q  指定管理委託料の増額については、消費税率の引き上げに伴うものだが、消費税率の引き上
げは、町債の残高にも及ぶのか。また、平成25年度末における残高はいくらか。

A  今回の引き上げによる影響はない。町債の残高は107億4千万円である。

Q  支援事業計画は、この町に合ったものであってほしい。会議の
構成はどうなっているのか。

A  大学教授、子育て支援センター、公・私立保育園、小学校、児童
クラブ、教育委員会や保護者の15人以内の予定である。

Q  計画策定に先立ち、町が行ったアンケートの結果は。
A  就学前の434名、小学生433名の保護者を対象に行った。
　  3月中に集計が終了する予定である。

平成25年度山都町一般会計補正予算

項　目 説　　明 予算額 備　　考

農業費 農業農村整備事業費 27,800 国の補正対応　受益者負担金20%
県補助55%（郷野原、御所・水路改修）

土木費 施設整備費 27,000 町道加勢群線追加工事

消防費 全国瞬時警報システム
総合型自動起動装置設置工事費 15,750 国補助対応　国費100%

新庁舎設置

　平成25年度補正予算は、山都町一般会計1億3500万円を追加し、総額130億1900万円となりました。
主な事業は次の通りです。

　平成24年8月に公布された子ども・子育て支援法に基づき、子ども・
子育て支援事業計画を策定する「子ども・子育て会議」を設置するため、
新たに条例を制定するものです。

山都町子ども・子育て会議条例の制定

■ 土木費

■ 債務負担
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（単位：千円）
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山都町畑地かんがい施設条例（質疑応答）

　鶴ケ田台地かんがい用水施設の設置と管理に関して、新たに条例を制定するものです。集中審議の結
果、賛成多数（賛成7、反対6）で可決されました。

Q  一部の地区に関する条例を制定するのはどうか？町内に様々な土地改良区があるが、将来的にそ
の全てを町が抱えるのか。当該畑地は町の財産として登記してあるのか。平成19年ではなく、今なぜ
条例化するのか。時間が経ちすぎている。合併協議会では明らかになっていなかった。

A  平成19年10月1日に登記済みである。平成19年の運用開始から漏水事故が発生しており、条例
化できなかった。漏水事故について、施工業者による保証期間が満了することに伴い、今回条
例を提案した。

　   合併協議会に出ていなかったとすれば問題だが、その点は調査する。旧清和村には法人の土
地改良区が無かったこともある。清和の水利組合は任意のものであり、今後は町が監督責任、
営農指導責任を果たしていく。

Q  施設は本来受益者である水利組合が管理すべきであるが、それを町が管理していくのはいかがなも
のか。平成19年に県から町に移管されたときに議会の承認を得なかったのは何故か。

A  事業開始当時は、合併前の清和村によって管理することになっていた。その後、合併して山都町
になり、平成19年に県から譲渡を受けた。当時は、議会の承認を得るべきとの認識はなかった。

　   今後、条例に基づいて地元と協定を締結して管理をしっかりやっていく。あとの例を招かないよう
努力していく。

■ Q&A

　この畑地かんがい施設は、清和高原天文台近くの大矢川から取水して、トマトなどの高冷地野菜を
栽培している畑地に送配水するための施設です。給水区域は、鶴ケ田地区内の 39.1ha です。
　旧清和村において県営の畑地帯総合整備事業が平成 14 年に起工され、平成 19 年に完成した後、
県から本町に譲渡され、運用されているものです。しかし、運用開始直後から漏水事故が発生し、
施工者による保証期間が平成 25 年度末で終了することから、今回提案されたものです。

［鶴ヶ田地区］
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26年度 山都町の運営
　本町の平成26年度予算が下記のとおり決定されましたが、25年度は町長選挙のため一般会計は骨格で
予算編成されていますので、その差は24億4,000万円となります。

会　　　　計　　　　名 予　　 算　　 額 対　 前 　年 　比
一般会計

　　議会費

　　総務費

　　民生費

　　衛生費

　　農林水産業費

　　商工費

　　土木費

　　消防費

　　教育費

　　災害復旧費

　　公債費

　　諸支出金

　　予備費

125億4,000万円

9,846万円

25億2,885万円

32億   672万円

9億7,798万円

10億1,958万円

3億5,252万円

17億1,505万円

4億3,314万円

6憶3,001万円

385万円

15億4,325万円

59万円

3,000万円

24億4,000万円増

1,790万円減

4億8,352万円増

1億5,987万円増

1億8,213万円増

1億9,993万円増

8,955万円増

13億  506万円増

4,882万円増

5,416万円増

181万円減

7,328万円減

5万円減

1,000万円増

国民健康保険特別会計 28億4,077万円 3,217万円増

後期高齢者医療特別会計 2億3,102万円 111万円減

介護保険特別会計 26億7,185万円 6,650万円増

国民宿舎特別会計 1億   461万円 3,314万円増

住宅新築資金等貸付事業特別会計 574万円 31万円増

簡易水道特別会計 4億6,163万円 2億5,163万円増

水道事業会計
事業収益・事業費
資本的収入
資本的支出

8,429万円
68万円

3,334万円

571万円増
2万円増

78万円増

病院事業会計
事業収益・事業費
資本的収入
資本的支出

10億5,625万円
1,964万円
2,682万円

2,925万円増
6,126万円減
9,685万円減

※水道事業会計及び病院事業会計において、資本的収入額が資本的支出に対し不足する額千円
は、当年度分損益勘定保留資金並びに過年度分損益勘定保留資金で補てんされます。
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一般会計予算の主な使い道

項　目 事　業　名 金　額 備　考

総務費

コミュニティバス運行委託料
新庁舎建築費
自治振興区独自事業
地域おこし協力隊

135,000
679,481
112,000
11,814

継続事業（24～26年度）
限度額を40万に引き上げ
2名＋2名増員（7か月分）

民生費

子育て世帯臨時給付金
臨時福祉給付金事業
児童手当
障害者自立支援給付金
へき地保育所委託料
私立保育所運営負担金（4園）
放課後児童クラブ運営費補助

13,102
68,762

179,730
524,214
35,402

250,000
24,967

10,000円×1210人（国補助）他
消費税上昇対策（国補助）
1,321人分

私立4園＋広域入所負担金

衛生費

浄化槽設置等補助金
健康診査委託料
工事請負費
　　 ＂

34,565
59,000
82,000
26,500

浄化槽・太陽光利用（住宅用）など
集団健診、節目検診
小峰クリーンセンター定期補修工事費
千滝クリーンハウス定期補修工事費

農林水産業費

集落営農推進助成金
農産物販路拡大事業助成
中山間地域直接支払制度交付金
青年就農給付金
竹資源利活用普及員委託料
有害獣捕獲隊助成金
工事請負費

3,000
1,800

357,000
35,250
6,128

19,430
67,000

10集落に対する初期支援
虹の通潤館で物産販売強化する
166集落分
24年15名、25年12名
竹粉の実証実験の人件費（2名）
8,000円→10,000円／1頭
舗装工事（内大臣林道）

商工費

工事請負費
清和文楽ギリシャ公演負担金
八朔大造り物小屋整備事業
馬見原遊歩道等整備
店舗改修補助
文楽後継者育成事業

4,775
1,335
7,560
2,700
1,900
3,373

九州脊梁山地バイオトイレ設置工事
7月国際シンポで公演
浜町会館跡地に１基を予定
くまもと歴町50選活性化推進事業
1/2補助、50万円限度
後継者育成研修、淡路島派遣

土木費 道路新設改良事業費
道整備交付金事業費

117,000
248,130

瀬戸福良線他5路線
長谷埋立線他4路線

消防費
災害対策費
　　 ＂
消防施設費

3,000
1,000

13,500

飲用水、毛布（500人分）
自主防災組織補助（20地区）
小型可搬ポンプ10台

教育費

学校施設整備費
教育用品購入費
矢部高入学者支援事業
体育施設費
通潤橋保存活用計画策定事業

20,000
10,660
4,296
3,013

12,793

学校施設整備基金充当（小中学校）
電子黒板など（小中学校）
入学祝金、教科書代助成等
町営グランドゴルフ場整備設計費
保存活用計画策定（国65%）

（単位：千円）
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平成26年度 山都町一般会計予算（質疑応答）

Q  庁舎建築の進捗率は。
A 2月28日現在で20％である。
Q  庁舎北側の計画の内容は。
A  駐車スペースとして面積は2,500㎡を確保するものである。
Q  地域おこし、町おこしと色々あるが、委託料は人件費と思われるが。
A  起業支援型地域雇用創造事業委託料は、人件費2,028千円、経費816千円であり、清和地区の

じゅんぐり舎が受けている。
　   地域コーディネーター育成事業委託料は、地域のリーダーを作るための人材育成事業で民間に

委託する。人件費2,500千円、経費1,226千円である。
　   サポートセンター事業委託料は、「まちづくりやべ」に委託するもので、日中でも支援できる体制

をつくり地域自治をサポートしていく。
　   地域おこし協力隊は、一人400万円を支給し、その方が地域の活動を支援しながら町への移住

を図るが、地域の受け入れ態勢が必要である。
Q  地域づくりの基本は住民である。民間に委託して冊子を作るのでは心がない。町づくりは職員が率先

して地域を回るべきである。
A  地域づくりは住民が主体であって、町はそれをサポートしていくものと考えている。
Q  自治振興区独自事業補助金の使い道は。
A  これまでの30万円から40万円に増額をした。地域の課題を地域で解決するため地域ごとに自

由に使えるものである。長期的に貯金して活用することもできる。

Q  高齢者センターの維持管理はどうなっているか。
A  90万円で老人クラブに委託している。老朽化も進んでいるので、今後については町の総合計画

の中で考えていく。
Q  特別養護老人ホーム化している老人ホーム浜美荘は、今後経営を民間に委託することを含めて検討

すべきではないか。
A  県内においても、確かに民間委託が進んでいる。財政面、サービス面、委託後の職員の処遇等

について、今後検討を重ねていく。

Q  国営造成施設管理体制整備推進事業は開パ地区の未利用地を解消するための調査と言われる
が、主旨と離れているのでは。

A  現地は表土が流れるなど厳しい条件の土地である。適地適作に資するため現場を検証する必
要がある。

Q  竹を粉に加工して、飼料や土壌改良剤などに利用するため、実証実験が行われているが。
A  町内の竹資源を有効に活用するため、県の緊急雇用対策事業を活用して実施している。
Q  良い結果が出ていると言われているが。
A  コメの食味が上がったり、野菜の日もちがよくなるなど、好結果も表れている。

■ 総務費

■ 民生費

■ 農林水産業費
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Q  エコツーリズム開発商品とは。また、バイオトイレの設置場所は。
A  エコツーリズム開発商品は、登山ガイド養成にあたっての緊急雇用対策費である。登山の安心

安全な環境保全型登山を目指す。バイオトイレは、登山道の途中に設置する予定で、場所につい
ては検討中である。

Q  清和文楽後継者育成事業、九州脊梁山地専門ガイド養成事業、通潤橋資料館及び広域観光ガイド
育成事業等の委託料の内訳は。

A  委託料の半分以上は人件費である。パンフレット作製にも利用可能である。通潤橋資料館につ
いては、後継者育成に充てる。

Q  電子黒板導入に当たり、どのようなものを入れるのか。その効果はあるのか。
A  電子黒板は大型の画面を使用しているが、今回はプロジェクター式を視野に入れて導入する。ま

た、機器を使いこなす先生のスキルアップが並行して必要である。効果はまだ見えていない。
Q  電子黒板導入の教育効果をどうイメージしているのか。パソコンは全校に、全学年に導入したが充

分使用されているのか。これまでのパソコンの活用は。
A  児童・生徒用に設置しているが、パソコン教室での教材であり連動はしていない。

Q  除雪隊を作ってほしい。
A   大型重機は、国・県道を優先しているが、生活道路だけは確保するとしている。
　   除雪隊については、高森町の例を参考にする。

Q  竹資源を活用することにより、同時に里山を再生させることにもつながる。それまでの議論はあった
か。

A  里山の再生に向けての取組みも考えている。食料として、畜産の飼料としても活用していく。竹の
伐採事業も同時進行するとしている。

■ 商工費

■ 教育費

■ 災害復旧費
電子黒板を使って授業する風景
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コミュニティバスについて（全員協議会）
　当初予算の中の説明では質疑時間が足りないという理由で、全員協議会の中で集中して議論しました。
主な質疑は以下のとおりです。

　11月上旬に、選定委員会の選定と公募の要綱を制定した。公募期間は11月6日から12月9日までと
した。応募業者は２社であった。12月26日に選定委員会を開催し、委託業者を選定した。1月上旬に委
託業者を決定した。予算は1億3500万円を計上したところである。

■ 経過説明

Q  前回は提案された賃金額と実際の支払い額との間には大差があった。今回2社の応募があったが、
それぞれ提案された金額はいくらか。また、運転手の賃金確保はできるのか。

A  「提案された金額は開示します」と選定要綱に明記していないので、公表することはできないが、
2社ともほぼ同額だった。

　   人件費の総計については、町の見積額と実支出額との間には差は見られない。ただ、以前は路
線ごとに運行経費を算出し、その運転する路線によって賃金額に差が見られた。当初は時給制
だったが、3年前から日当制に変わった。常々、議会から指摘を受けていることろであり、雇用契
約が基本ではあるが、町も
積極的に関与して、不当な
取り扱いがあれば指導して
いく。

Q  人件費の総計は変わらない
ということだが、役員の報酬
と現場の人件費との間には
かなり開きがあるのではな
いか。町は、バスも提供し、
委託料も支払っている状況
において、地方自治法の規
定に基づいて、監査すること
はできないのか。

A  委託先は複数の会社で構
成される有限責任事業組
合で、会社の運営内容までは難しいであろう。四半期ごとに報告を求めていくので、今後、監査
委員と協議して対応していきたい。

Q  報告を求めると言うが、客観性を持たせた監査資料をどのように提出してもらうのか。
A  構成各社に対して、事業にしっかりと関与するように組織の内部体制の改善を始め、事業主と従

業員の信頼関係の構築、給与の確保について提案内容の遵守、緊急時の対応を確保するなど
様々な事柄について強く求めているところである。今後、給与を含めての遵守事項についてきち
んと対応していく。

Q  客観性を担保するため公契約条例を制定し、これに基づいて明らかにしていくべきである。
A  公契約条例については勉強したい。プロポーザルの公開をどこまでするのかの基準について規

程をつくって、公開に向けて対応していきたい。
Q  この問題についてなぜ集中審議をしなければならないのか重く受け止めてほしい。様 な々問題があ

る中に、関与できないということではなく、適切な指導に努めてほしい。
A  今後、議員も含めた会議を持つべきではないかと思われるので検討させてほしい。

ふれあいバスセンター
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一　般　質　問

『
防
災
情
報
通
信
設
備
』

問　
来
年
度
、防
災
情
報
通
信
設
備
を
整
備
す
る
計
画
だ
が
、

そ
の
内
容
と
効
果
は
？

答　
国
の
全
額
補
助
に
よ
り
、「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」を
整
備
す
る
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、町
民
に
対

し
瞬
時
に
、自
動
的
に
、国
か
ら
直
接
的
に
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
や
国
民
保
護
情
報
、災
害
情
報
な
ど
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
。早
期
の
避
難
や
予
防
措
置
を
促
し
、被
害
の
軽
減
が
期

待
で
き
る
。

『
山
都
町
ふ
る
さ
と
納
税
』

問　
本
町
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
年
間
60
万
円
程
度

だ
。他
の
自
治
体
で
は
年
間
1
億
6
千
万
円
の
と
こ
ろ
も
あ
る

の
に
低
調
だ
。農
林
業
や
観
光
業
の
振
興
の
視
点
で
、積
極
的

に
特
産
品
を
贈
呈
す
る
な
ど
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
こ
れ
ま
で
6
6
0
万
円
の
寄
付
を
頂
い
て
い
る
。25
年

度
か
ら
、１
万
円
の
寄
付
に
対
し
３
千
円
相
当
の
特
産
品
を

希
望
に
応
じ
て
贈
呈
し
て
い
る
。今
後
も
積
極
的
な
寄
付
を
図

る
た
め
、関
係
機
関
が
連
携
し
て
、生
産
者
の
顔
が
見
え
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
特
産
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
。

『
定
住
促
進
』

問　
本
町
の
人
口
減
少
は
著
し
く
、こ
こ
十
年
で
約
三
千
人

が
減
少
し
て
い
る
。こ
れ
は
主
に
転
出
に
よ
る
も
の
だ
。高
速
道

路
開
通
に
向
け
て
、今
こ
そ
定
住
の
取
組
み
が
重
要
だ
。町
の

方
向
性
は
？

答　
人
口
減
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。子
育
て
環
境
、

交
通
の
便
、自
然
環
境
、医
療
の
問
題
な
ど
移
住
者
へ
の
動
機

づ
け
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。町
で
は「
山
都
町
暮
ら
し
人

交
流
サ
イ
ト
」を
用
意
し
て
情
報
発
信
を
図
っ
て
い
く
。農
業

後
継
者
や
新
規
就
農
希
望
者
に
対
し
て
、農
業
委
員
会
と
も

連
携
し
、住
宅
環
境
も
整
え
な
が
ら
、多
様
な
政
策
を
検
討

し
て
い
く
。

『
子
育
て
支
援
』

問　
三
歳
児
以
上
の
保
育
料
の
無
料
化
は
考
え
て
い
る

か
？答　

保
育
料
は
国
の
基
準
に
基
づ
き
安
価
に
設
定
し
て
お

り
、世
帯
状
況
に
よ
り
軽
減
措
置
も
設
け
て
い
る
。ま
た
、第

三
子
以
降
の
三
歳
未
満
児
の
無
料
化
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、国
が
定
め
た
徴
収
基
準
に
照
ら
す
と
、三
歳
児
以
上
の

無
料
化
は
困
難
な
現
状
で
あ
る
。

『
通
潤
橋
周
辺
の
整
備
』

問　
通
潤
橋
周
辺
の
具
体
的
な
整
備
計
画
は
？

答　
周
辺
整
備
を
重
点
化
し
て
お
り
、駐
車
場
の
整
備
等

に
つ
い
て
は
26
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。ま
た
、浜
町
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
し
て
お
り
、支
援
対
策
も
考
え

て
い
る
。

『
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
』

問　
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
。何

に
利
用
す
る
の
か
し
っ
か
り
と
検
討
し
、町
民
の
意
識
調
査
を

行
う
な
ど
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答　
現
在
、地
域
情
報
整
備
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
め
た
関

係
者
と
地
域
情
報
化
の
手
法
や
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。26
年
度
中
に
整
備
の
方
針
を
決
定

し
て
い
き
た
い
。

後藤　壽廣

通潤橋周辺

一　
般　
質　
問
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『
町
長
の
行
政
運
営
の
決
意
』

問　
執
行
責
任
者
と
し
て
、町
長
の
一
年
間
の
実
感
と
26
年

度
に
つ
な
ぐ
姿
勢
と
決
意
を
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
一
年
、町
民
と
の「
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
一

貫
姿
勢
と
し
て
き
た
。急
激
な
人
口
減
少
に
早
急
に
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
だ
。農
林
業
、観
光
の
振
興
、防

災
ま
ち
づ
く
り
を
柱
と
し
て
編
成
し
た
26
年
度
予
算
を
実
行

に
移
し
、町
の
振
興
策
を
力
強
く
進
め
て
行
き
た
い
。

『
行
政
運
営
の
課
題
と
見
通
し
』

問　
合
併
し
て
10
年
を
迎
え
た
今
、行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
組
織
の
統
廃
合
や
機
構
改
革
の
進
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
行
政
改
革
の
必
要
性
は
最
大
の
行
政
効
果
を
上
げ
る

こ
と
に
あ
る
。新
庁
舎
の
完
成
を
目
途
に
、課
の
統
廃
合
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。

問　
総
合
支
所
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

答　
現
段
階
で
は
支
所
は
廃
止
し
な
い
。合
併
後
10
年
を

待
っ
て
各
方
面
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
後
の
財
政
の
見
通
し
は
。

答　
地
方
交
付
税
は
、合
併
算
定
と
一
本
算
定
の
差
か
ら

11
億
円
の
減
収
と
な
り
、決
算
額
は
１
２
０
億
円
程
度
と
な

る
だ
ろ
う
。

問　
算
定
替
え
後
5
年
間
の
縮
減
割
合
は
。

答　
90
％
、70
％
、50
％
、30
％
と
徐
々
に
減
額
さ
れ
、32
年

度
に
は
0
に
な
る
。

問　
27
年
度
に
国
勢
調
査
が
あ
る
。特
別
会
計
へ
の
繰
出
し

金
、老
朽
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
な
ど
の
影
響
に
よ
り
財

政
の
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
。ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
人
口
が
算
定
の
基
礎
と
な
る
の
で
、更
に
減
額
が
予
想

さ
れ
る
。繰
出
金
も
大
幅
に
増
加
す
る
だ
ろ
う
。こ
れ
を
見
据

え
て
、事
業
の
見
直
し
を
含
め
た
中
長
期
の
財
政
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

問　
特
定
地
域
振
興
五
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。ア
ン
テ
ナ
を

高
く
掲
げ
て
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
見
出
し
、攻
め
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

答　
各
法
制
度
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
充
分
検
討
し
て
い
く
。

『
防
災
対
策
』

問　
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
定
期
点
検
や
、消
防
署

と
の
連
携
し
た
行
政
指
導
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。　

答　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。各
方
面
と
緊
密
に
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、災
害
発
生

時
に
は
、災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、各
施
設
の
避
難
訓
練
も
保
育
園
や
学
校
、老
人
ホ
ー

ム
な
ど
各
施
設
に
お
い
て
は
、消
防
署
の
指
導
の
も
と
、実
情

に
応
じ
た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

『
農
業
振
興
の
課
題
』

問　
26
年
度
の
農
業
振
興
の
取
り
組
み
は
。　

答　
集
落
営
農
の
推
進
は
難
し
い
が
、担
い
手
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
る
。農
産
物
の
販
路
拡
大
に
向
け
て
食
の
安
心
・
安

全
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。更
に
、有
害
獣
の
対
策
に
取
り
組
む
。

問　
国
の
農
業
政
策
が
大
き
く
転
換
す
る
が
、町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、対
応
し
て
い
く
の
か
。　

答　
農
地
・
水
の
制
度
を
多
面
的
支
払
い
交
付
金
と
し
て
活

用
し
て
い
く
。ま
た
、減
反
の
配
分
が
な
く
な
っ
た
場
合
を
考
慮

し
て
対
策
を
考
え
る
。

問　
竹
の
利
活
用
に
つ
い
て
、科
学
的
な
実
証
が
必
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。政
策
と
し
て
町
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。　

答　
６
次
産
業

対
策
と
し
て
竹
粉

の
機
械
を
導
入
し

て
い
る
。本
年
、実

証
実
験
を
し
て
効

果
が
上
が
っ
て
お
り
、

支
援
し
な
が
ら
有

効
利
用
を
進
め
る
。

一　般　質　問

稲葉　富人

竹粉製造機

パウダー状の竹粉
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『
総
合
計
画
策
定
』

問　
工
藤
町
政
一
年
を
振
り
返
っ
て
、見
え
て
き
た
も
の
は
何

か
。答　

農
林
業
の
振
興
、観
光
の
振
興
、商
店
街
の
振
興
、自
治

振
興
区
の
活
性
化
、中
で
も
防
災
対
策
は
最
も
力
を
入
れ
る
べ

き
課
題
だ
。健
康
づ
く
り
や
高
齢
者
福
祉
対
策
、教
育
環
境
の

整
備
な
ど
も
大
事
な
問
題
だ
。や
ま
ト
ー
ク（
座
談
会
）に
お
い

て
頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、現
時
点
で
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
で
き
る
限
り
予
算
化
し
て
い
き
た
い
。イ
ン
フ
ラ
整
備
の
要
望

に
つ
い
て
は
、優
先
順
位
を
ど
う
す
る
か
を
議
論
し
て
い
く
。

問　
自
治
振
興
区
に
対
す
る
独
自
事
業
補
助
金
が
増
額
さ

れ
た
が
、具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
。

答　
自
治
振
興
区
独
自
事
業
補
助
金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

各
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、従
来
よ

り
広
い
目
的
で
活
用
で
き
る
こ
と
と
し
た
。振
興
区
で
基
金
と

し
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。基
金
の
適
切
な
運
用
に
つ

い
て
は
、チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

『
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
』

問　
合
併
特
例
措
置
が
26
年
度
で
終
了
し
て
交
付
税
も
減

額
さ
れ
て
い
く
。冗
費
削
減
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
。補
助
金
等

の
目
的
を
達
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
思
い
切
っ
た
見
通
し
が
必

要
だ
が
、現
状
を
伺
い
た
い
。

答　
本
町
の
歳
入
の
半
分
は
地
方
交
付
税
で
、今
後
は
段
階

的
に
減
額
さ
れ
る
。そ
の
額
は
11
億
円
の
見
通
し
。こ
れ
を
踏

ま
え
、今
後
と
も
、総
合
計
画
、実
施
計
画
に
則
っ
て
運
営
し
て

い
く
。職
員
の
認
識
と
住
民
の
理
解
や
協
力
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
必
要
で
あ
る
。物
件
費
の
削
減
、補
助
金
・
委
託
料
の
見
直
し

を
し
な
が
ら
、合
理
化
、廃
止
を
含
め
、目
的
を
達
し
た
も
の
は

廃
止
し
て
い
く
。

『
福
祉
政
策
の
対
応
』

問　
高
齢
化
率
が

４０
％
に
達
し
た
。高
齢
者
福
祉
は
最
優
先

課
題
だ
。国
に
よ
る
介
護
保
険
か
ら
の
要
支
援
は
ず
し
に
、独

自
対
応
を
求
め
た
い
。

答　
本
町
の
高
齢
化
率
は
40
・
３
％
で
あ
り
、75
歳
以
上
は

25
.
５
％
と
な
っ
て
い
る
。平
成
26
年
度
に
お
い
て
、27
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る「
老
人
福
祉
計
画
」と「
介
護
保

険
事
業
計
画
」を
策
定
す
る
。要
支
援
者
に
対
す
る
予
防
給
付

の
一
部
が
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
中
で
、こ
れ
ま
で
の
施

策
の
結
果
を
検
証
し
て
、サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

に
す
る
。財
源
に
つ
い
て
は
今
ま
で
同
様
と
な
る
。

『
教
育
の
在
り
方
』

問　
幼
保
小
中
連
携
の
具
体
的
取
り
組
み
を
尋
ね
た
い
。か

ね
て
よ
り
、有
志
教
職
員
の
間
で
は
、保
育
士
を
交
え
た
実
践

的
学
習
が
つ
ま
れ
て
き
て
い
る
。そ
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
て

欲
し
い
。

答　
家
庭
、保
育
園
の
役
割
は
大
き
い
。団
体
生
活
の
中
で

学
ぶ
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。基
礎
学
力
が
充
分
に
身
に
つ
い
て

い
な
い
こ
と
は
心
配
で
あ
る
。保
育
園
、小
学
校
、中
学
校
の
連

携
に
つ
い
て
は
、十
分
な
連
携
を
果
た
し
な
が
ら
、地
域
が
一
体

と
な
っ
て
家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
身
体
や
心
の
成
長
に
は
区
切
り
が
な
い
。つ
な
ぎ
の

教
育
は
、生
き
る
力
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、家
庭
教
育
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。考
え
る
力
、表
現
す
る
力
、特
に
人
権
に
対
す

る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。保
育
園
か
ら
高
校
ま
で
の

連
携
の
中
で
人
権
学
習
が
行
わ
れ
、進
路
決
定
の
と
き
に
そ
の

成
果
が
表
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

一　般　質　問

中村　益行

小学6年生と中学生の交流

保育園児と小学生の交流
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『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
』

問　
25
年
6
月
議
会
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、そ
の
後
の
整
備
状
況
は
。

答　
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
よ
る
環
境
整
備
を
し
て
い
る
が
、全
町
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。回
線
速
度
、初
期
費
用
、更

新
費
用
、利
用
料
金
、将
来
性
な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。現
在
、本
町
に
適
し
た
整
備
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
。

『
学
校
教
育
』

問　
各
学
校
は
、基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
、家
庭
学
習
の

習
慣
化
を
重
点
目
標
に
し
て
い
る
が
、教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答　
家
庭
学
習
は
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
に

も
大
切
だ
。宿
題
だ
け
で
な
く
、予
習
や
復
習
を
す
る
こ
と
も

必
要
だ
。ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話
に
気
を
取
ら
れ
る
な
ど
家
庭
学

習
の
障
害
も
あ
る
。学
校
か
ら
も
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
家
庭

に
お
い
て
も
重
要
性
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

問　
勉
強
の
面
白
さ
、勉
強
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
教
育
が
必
要
と
思
う
が
、こ
の
件

に
つ
い
て
議
論
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
情
報
端
末
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、子
ど

も
達
の
興
味
や
関
心
が
高
ま
り
、理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
る
。情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
は
、学
習
の

効
果
や
充
実
の
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
。町
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
整
備
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
。

『
本
町
の
農
業
政
策
の
課
題
』

問　
農
業
政
策
の
見
直
し
の
中
、今
こ
そ
、安
全
と
安
心
の
米

の
消
費
拡
大
、販
売
促
進
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。議
論
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
本
町
は
、現
在
約
1
0
0
0
ｈ
ａ
の
転
作
を
実
施
し
て

い
る
。国
の
米
政
策
の
大
幅
な
転
換
の
中
、2
0
1
8
年
に
向

け
て
、今
後
ど
の
よ
う
な
作
物
を
導
入
し
て
い
く
の
か
な
ど
各

団
体
と
も
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、本
町
の
安
全

で
美
味
し
い
米
を
い
か
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
が
大
切
で
あ

り
、例
え
ば
、今
年
12
月
に
は
棚
田
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
農
産
物
等
の
販
売

に
つ
い
て
、本
町
の
対
応
は
。

答　
安
心
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

は
多
い
。宅
配
で
お
届
け
で
き
た
ら
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
消
費
者
と
の
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
る
町
内
の
人
の
様
々
な
意
見
を
聞
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

『
機
構
改
革
』

問　
国
、県
と
の
つ
な
が
り
と
、住
民
の
声
を
大
事
に

し
な
が
ら
、横
の
連
携
を
最
大
に
活
か
す
機
構
改
革
が

大
切
だ
と
思
う
が
。

答　
合
併
以
降
職
員
が
減
少
す
る
中
、住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
効
率
化
を

図
っ
て
い
く
。

問　
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
、大
矢
野
原
演
習
場
に

関
す
る
対
策
室
を
作
り
、窓
口
を
一
本
化
し
、体
制
を
強

化
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答　
一
本
化
の
要
望
も
聞
い
て
い
る
が
、そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
現
場
の
要
望
に
効
率
的
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
は
懸
念
さ
れ
る
。

『
ア
ウ
ト
ド
ア
の
活
用
』

問　
フ
ッ
ト
パ
ス
は
小
径
を
歩
く
楽
し
み
だ
が
、地
元
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
条
件
で
あ
る
。ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

て
い
る
か
。

答　
町
内
に
七
つ
の
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

単
に
歩
い
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交

流
、経
済
活
動
な
ど
の
付
加
価
値
が
高
ま
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

一　般　質　問

赤星　喜十郎

宮崎県境をまたぐフットパスコース（蘇陽地区）
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問　
有
害
獣
の
処
理
加
工
場
の
進
捗
状
況
は
。

答　
廃
校
を
利
用
し
た
施
設
を
考
え
て
い
る
。

『
農
産
品
の
Ｐ
Ｒ
』

問　
山
都
町
農
産
品
の
宣
伝
を
も
っ
と
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答　
販
売
拡
大
は
必
須
で
あ
り
、そ
の
た
め
の
印
刷
製
本
費

を
50
万
円
計
上
し
て
い
る
。ま
た
、虹
の
通
潤
館
で
の
農
産
物
の

販
売
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、認
証
制
度
の
シ
ー
ル
の
配
布
を
考

え
て
い
る
。

問　
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
今
ま
で
は「
待
ち
」の
姿
勢
で
あ
っ
た
。今
後
は
情
報
発

信
に
力
を
入
れ
、積
極
的
に
売
り
出
す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

一　般　質　問

『
町
長
の
提
案
理
由
』

問　
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
、町
長
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。答　

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
各
団
体
と
連
携

を
密
に
し
て
、食
の
安
全
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
、販
路
拡
大

に
力
を
入
れ
る
。

問　
き
め
細
や
か
な
、実
現
性
、実
効
性
の
あ
る
振
興
プ
ラ
ン

策
定
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　
町
の
気
候
や
土
壌
の
特
性
な
ど
を
よ
く
知
っ
て
、適
地

適
作
を
考
え
て
い
く
。国
や
県
、Ｊ
Ａ
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、生
産
者
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
き
た
い
。

『
有
害
獣
の
対
策
』

問　
有
害
獣
に
よ
る
被
害
状
況
は
。

答　
平
成
24
年
度
、イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
、水
稲

6
9
0
万
円
、竹
の
子
5
8
0
万
円
、栗
50
万
円
。ま
た
、シ
カ

の
山
林
被
害
は
2
8
0
万
円
で
あ
る
。

問　
被
害
軽
減
の
た
め
、捕
獲
頭
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

答　
電
気
柵
の
設
置
は
、補
助
枠
を
増
額
し
、ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
は
県
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
。ま
た
、捕
獲
等
に
つ
い
て
は

町
の
上
乗
せ
を
含
め
1
頭
1
万
円
と
し
て
い
る
。現
在
、駆
除
隊

2
7
0
名
、10
班
体
制
で
あ
る
が
、人
員
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、多
く
の
人
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
ほ
し
い
。

『
集
落
営
農
』

問　
10
集
落
の
選
定
方
法
は
。

答　
矢
部
、清
和
、蘇
陽
か
ら
取
り
組
み
可
能
な
地
区
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。地
区
の
人
た
ち
の
合

意
形
成
が一
番
で
あ
る
の
で
、粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
他
の
事
業
と
の
整
合
性
は
。

答　
中
山
間
地
直
接
支
払
い
3
億
5
︐7
0
0
万
円
、農
地
・

水
9
︐0
0
0
万
円
、保
全
型
1
︐6
0
0
万
円
、計
6
億
円
の

事
業
で
あ
る
。制
度
を
活
用
す
る
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
課
題
も
あ

る
が
、利
用
者
と
協
議
し
な
が
ら
有
効
に
推
進
し
て
い
く
。

『
中
山
間
地
直
接
支
払
い
制
度
』

問　
今
後
の
事
業
の
継
続
は
。

答　
制
度
は
26
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
が
、事
業
継
続
の

要
望
は
多
い
。棚
田
協
議
会
に
お
い
て
も
存
続
の
要
望
活
動
を

し
て
き
た
。政
府
に
お
い
て
法
制
化
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
る
。

問　
従
来
の
農
地
・
水
事
業
が
、名
称
も
変
わ
る
が
、そ
れ
と

の
相
違
点
は
。

答　
現
事
業
は
資
源
を
守
る
部
分
と
基
礎
的
な
部
分
と
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、新
事
業
は
資
源
を
守
る（
共
同
活
動
を
支

援
す
る
）部
分
は
存
続
し
、補
助
単
価
も
上
が
る
。新
事
業
に
つ

い
て
十
分
に
説
明
を
行
い
た
い
。

『
防
災
・
減
災
』

問　
自
主
防
災
組
織
の
位
置
付
け
と
新
年
度
の
設
立
支
援

は
。答　

自
主
防
災
組
織
は
、防
災
活
動
の
普
及
、危
険
個
所
の

点
検
、弱
者
の
把
握
な
ど
を
担
い
、、消
防
団
の
補
完
で
は
な
く

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
。現
在
の
組
織
率
は
60
・
２
％（
50
組

織
、4
︐0
6
0
世
帯
）、新
年
度
は
、20
組
織
の
設
立
を
支
援

し
た
い
。

藤原　秀幸

店舗に並ぶ有機農産物
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『
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
』

問　
三
巡
目
に
入
っ
た
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
感

触
は
ど
う
か
。

答　
第
１
回
目
は「
地
域
の
性
質
を
知
る
」第
２
回
目
は「
目

指
す
地
域
像
」第
３
回
目
に
は「
初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」

と
い
う
観
点
で
進
め
て
い
る
。地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
地
域

の
特
性
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
、好
感
触
を
得
て
い
る
。地

域
班
の
職
員
に
と
っ
て
も
、グ
ル
ー
プ
討
議
を
リ
ー
ド
す
る
な

ど
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。こ
の
結
果
を
第
２
次
総
合
計
画
に

盛
り
込
ん
で
、町
民
に
周
知
し
て
い
く
。自
治
振
興
区
の
Ｈ
Ｐ

も
作
り「
山
都
暮
ら
し
人
サ
イ
ト
」と
も
連
携
し
て
情
報
発
信

を
し
て
い
く
。

『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

問　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
つ
い
て
の
町
の
現
状
は
。

答　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、平
成
９
年
度
か
ら
11
年
度

に
か
け
て
基
礎
調
査
を
含
め
取
り
組
ん
で
い
る
。水
力
発
電
は
、

現
在
清
和
地
区
で
稼
働
し
て
お
り
、上
川
井
野
地
区
で
は
２
月

に
着
工
し
た
。菅
地
区
で
は
実
施
計
画
ま
で
進
ん
だ
が
、実
施

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、調

査
を
行
っ
て
お
り
、廃
油
の
活
用
に
つ
い
て
は
現
在
熊
本
へ
運
ん

で
加
工
し
て
い
る
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、費
用
対
効
果
の
面
で

検
討
し
て
い
る
。

問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
目
立
つ
が
、景
観
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
太
陽
光
発
電
は
、井
無
田
地
区
、島
木
地
区
で
建
設
し

て
い
る
。民
間
で
も
建
設
の
動
き
が
あ
る
。町
内
は
小
型
の
発
電

が
多
か
っ
た
が
、最
近
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
多
く
な
っ
て
い
る
。景

観
の
問
題
や
埋
蔵
文
化
財
の
問
題
も
あ
る
が
、個
人
資
産
で
あ

り
、町
が
関
与
す
る
の
は
難
し
い
面
も
あ
る
。し
か
し
、無
秩
序

な
開
発
に
は
規
制
が
必
要
だ
。県
も
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、今
後
も
補
助
を

受
け
な
が
ら
町
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

『
学
力
向
上
と
メ
ディ
ア
の
関
係
』

問　
人
を
育
て
る
上
で
、言
葉
の
獲
得
は
第
一
義
的
で
あ
る
と

思
う
が
、読
書
力
を
押
し
上
げ
る
た
め
の
学
力
向
上
へ
の
具
体

的
取
り
組
み
は
。

答　
毎
月
15
日
を
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
と
し
て
読
書
や
、親
子

の
語
り
合
い
な
ど
の
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
啓
発
し
て
い
る
が
、

家
庭
で
の
実
施
状
況
は
い
か
が
か
と
思
う
。学
力
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、町
内
校
長
会
で「
学
力
ア
ッ
プ
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

学
校
で
は
教
材
研
究
を
し
な
が
ら
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
に

努
め
て
い
る
が
、今
後
も
学
校
と
家
庭
が
連
携
を
強
化
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
メ
ディ
ア
の
害
に
つ
い
て
は
、親
子
で
そ
の
事
を
早
期
に

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、講
演
会
な
ど
を
繰
り
返
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。ま
た
、新
聞
を
読
み
取
る
力
も
人
間
形
成
の

プ
ロ
セ
ス
上
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

答　
家
庭
で
、ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
接
す
る
時
間
が

長
時
間
化
し
て
い
る
の
は
心
配
な
こ
と
で
あ
る
。メ
ディ
ア
に
長

時
間
接
す
る
こ
と
で
脳
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、人

間
関
係
に
障
害
を
及
ぼ
す
心
配
が
あ
る
。メ
ディ
ア
の
弊
害
か

ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、大
人
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

で
き
る
限
り
時
間
を
読
書
に
向
け
て
ほ
し
い
。新
聞
教
育
は
各

学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
。情
報
を
読
み
取
る
力
、ま
と
め
る
力
、

発
表
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
、討
論
の
技
法
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

一　般　質　問

吉川　美加

井無田地区メガソーラー

14議会だより「山都」 第12号



一　般　質　問

『
町
政
一
年
間
を
終
え
る
中
で
』

問　
町
長
と
し
て
一
年
を
振
り
返
る
中
で
、成
果
と
反
省
も

含
め
て
感
想
は
。

答　
協
議
会
や
総
会
な
ど
会
合
の
中
で
、住
民
か
ら
切
実
な

意
見
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
を
考
え
る
一
年
で
あ
っ
た
。

『
公
人
の
姿
勢
』

問　
改
め
て
公
人
と
し
て
の
姿
勢
を
問
う
。報
道
記
事
に
つ
い

て
は
一
貫
し
て
弁
護
士
と
協
議
中
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、一
年
近

く
な
る
中
、結
論
は
出
た
の
か
。

答　
課
題
が
山
積
す
る
中
、住
民
と
共
に
地
域
や
集
落
を
維

持
し
、少
し
で
も
元
気
を
取
り
戻
す
最
後
の
機
会
と
認
識
し
て

い
る
。町
政
に
集
中
す
る
た
め
、こ
の
件
は
弁
護
士
に
委
ね
て
い

る
。問　

対
話
に
よ
る
町
づ
く
り
と
言
う
が
、こ
の
点
を
あ
い
ま
い

に
し
て
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
で
、ま
ち
づ
く
り
が
で
き

る
と
思
う
か
。

答　
町
長
の
重
責
を
認
識
し
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、町
政
に

集
中
し
た
い
。

『
26
年
度
の
提
案
理
由
か
ら
』

問　
観
光
振
興
で
、旧
浜
町
会
館
と
大
造
り
物
小
屋
の
説
明
を
。

答　
八
朔
祭
の
造
り
物
は
、こ
の
町
の
観
光
資
源
で
あ
る
。基

本
計
画
の
中
で
観
光
客
を
浜
町
に
回
遊
さ
せ
る
意
見
が
多
く
、

そ
の
資
源
を
活
か
す
と
い
う
意
味
で
展
示
場
兼
小
屋
組
み
の

安
全
を
考
え
て
、各
商
店
街
に
確
認
し
予
算
化
し
た
。

問　
空
き
店
舗
を
含
め
た
店
舗
改
修
の
支
援
制
度
の
説
明

を
。答　

改
修
に
つ
い
て
は
要
望
が
多
く
、町
が
応
援
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。高
速
道
路
の
開
通
も
迫
り
、活
性
化
の
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
い
る
。

問　
各
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、数
値
目
標
を
設
定
し
、客

観
性
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
具
体
的
な
数
値
を
出
せ
る
も
の
と
出
せ
な
い
も
が
あ
る

が
、目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、可
能
な
限
り
見

直
し
を
し
て
い
く
。

『
補
助
金
の
あ
り
方
・
考
え
方
』

問　
補
助
金
も
多
様
で
あ
り
一
概
に
言
え
な
い
が
、各
種
団
体

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
町
の
施
策
に
合
致
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。そ
の
必
要

性
を
見
極
め
て
い
く
。

問　
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
団
体
の
監
査
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　
予
算
編
成
の
段
階
で
、各
団
体
か
ら
決
算
書
、予
算
書

を
提
出
し
て
も
ら
い
検
証
し
て
い
る
。

問　
本
来
、町
の
監
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、物

理
的
に
困
難
だ
。せ
め
て
、各
決
算
資
料
は
公
開
で
き
る
よ
う

に
改
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
監
査
委
員
の
監
査
権
限
が
及
ぶ
部
分
に
つ
い
て
は
、必

要
に
応
じ
て
監
査
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

『
事
業
仕
分
け
』

問　
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
事
業
仕
訳
は
数
値
目
標
と
リ
ン
ク
し
て
く
る
。事
後
の

事
務
事
業
の
議
論
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

問　
特
徴
は
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。各
事
業
の
見
直
し
を
、聖
域
を
設

け
る
こ
と
な
く
、三
年
ほ
ど
か
け
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、当
然
や
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

事
業
仕
分
け
と
い
う
名
称
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、財
政
の

無
駄
を
省
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。前
向
き
に
検
討
す
る

江藤　　強

空き店舗（浜町商店街）
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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藤川憲治氏表彰

松
まつもと

本建
たて き

幹委員（59歳） 片
かたおか

岡教
のりゆき

行委員（68歳） 後
ごとう

藤冠
かむり

委員（64歳） 上
うえのよしひろ

野善宏委員（62歳）
山都町猿渡 山都町高月 山都町二瀬本 山都町上寺

今年度、山都町教育委員1名と、山都町固定資産評価審査委員3名が選任され、議会で同意されました

　

四
月
は
入
学
、新
社
会
人
と

新
し
い
生
活
環
境
で
ス
タ
ー
ト

す
る
季
節
で
す
。議
会
に
お
い

て
も
、新
年
度
予
算
審
議
を
は

じ
め
多
く
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
達
も
二
回
目
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
作
業
で
し
た
。町
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
写
真
イ
ラ
ス
ト
等
を
使
い

親
し
み
や
す
く
、分
か
り
や
す
い

編
集
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
納
得
い
く
編
集
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、今
後
は
町

民
の
皆
様
の
意
見
コ
ー
ナ
等
取

り
入
れ
町
民
参
加
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

編
集
に
つ
い
て
新
企
画
の
提

案
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
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廣
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任
者
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中
村
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男

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

吉
川　

美
加

副
委
員
長　

後
藤　

壽
廣

委　
　

員　

赤
星
喜
十
郎

委　
　

員　

江
藤　
　

強

委　
　

員　

飯
星　

幹
治

編

後
集

記

教育委員 固定資産評価審査委員

　去る2月18日、熊本市において開
催された「熊本県町村議会議長会第
64回定期総会」において、藤川憲治
議員が、町村議会議員として議会の
運営と地域の振興発展に特に寄与さ
れた功績により、「全国町村議会議長
会・町村議会議員特別表彰」を受賞
されました。


